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イタリア・ポーランド   視察団報告
　本所は立石会頭を団長として、６月６日から９日間の日程で、
総勢３６名の視察団を派遣した（主管・国際交流特別委員会 
白石 方一委員長）。食の博覧会として開催されている「ミラノ
万博」の京都ウィーク・オープニングイベントへの参加、姉妹都市
提携５０周年、会議所友好提携１０周年を迎えるフィレンツェ、
ポーランドの京都と称されるクラクフを訪問した。

　
　
　
ラ
ノ
万
博
は
「
地
球
に
食
料
を
、

　
　
　
生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」
を
テ
ー

マ
に
、
５
月
か
ら
１０
月
末
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
約
１
５
０
の
国
や
地
域
、
企
業

の
パ
ビ
リ
オ
ン
が
出
展
し
、
２
５
０
０
万

人
の
来
場
者
を
見
込
む
。
日
本
館
は
、
パ

ビ
リ
オ
ン
の
中
で
も
最
大
規
模
を
誇
り
、

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
と
な
っ
た「
和

食
」
の
魅
力
を
凝
っ
た
映
像
な
ど
先
端
技

術
で
紹
介
し
、
世
界
で
の
和
食
ブ
ー
ム
も

相
ま
っ
て
最
も
人
気
の
高
い
パ
ビ
リ
オ
ン

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
お
り
、
我
々
が
訪
問

し
た
日
（
６
月
７
日
）
も
、
オ
ー
プ
ン
と

同
時
に
行
列
が
で
き
始
め
、
最
大
で
２
時

間
待
ち
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

　
こ
の
日
か
ら
一
週
間
、
日
本
館
の
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
京
都
府
、
京
都
市
、
本
所
な

ど
オ
ー
ル
京
都
で
「
京
都
ウ
ィ
ー
ク
」
を

開
催
。
和
食
文
化
の
中
心
で
あ
る
京
都
を

万
博
に
来
場
す
る
世
界
の
人
々
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
の
が
狙
い
だ
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
芸
舞
妓
の
舞
、
京
都
の

酒
米
「
祝
」
を
使
っ
た
酒
樽
の
鏡
割
り
な

ど
で
、
多
く
の
来
場
者
を
惹
き
つ
け
た
。

　
ミ
ラ
ノ
万
博
は
、
テ
ー
マ
が
示
す
通
り
、

世
界
の
人
口
が
急
増
す
る
中
、
貧
富
の
差

に
よ
る
飢
餓
や
耕
地
不
足
、
環
境
破
壊
の

問
題
に
向
き
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ロ
ー
マ
に
本
部
を
置
く
国
際
連
合
食

料
農
業
機
関
（
F
A
O
）
で
は
、
世
界
で

は
約
８
億
５
０
０
万
人
、
９
人
に
１
人
が

飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る
一
方
で
、
世
界
中

で
人
間
の
消
費
向
け
に
生
産
さ
れ
る
食
料

の
約
３
分
の
１
（
お
お
よ
そ
１３
億
ト
ン
）

　
　
　
界
を
魅
了
す
る
イ
タ
リ
ア
デ
ザ
イ

　
　
　
ン
と
特
色
あ
る
企
業
経
営
を
学
ぼ

う
と
、
ミ
ラ
ノ
近
郊
の
町
ガ
ラ
ラ
ー
テ
に

本
社
や
工
場
を
持
つ
オ
ロ
ビ
ア
ン
コ
社
を

訪
問
し
た
。
C
E
O
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

ジ
ャ
コ
モ
・
マ
リ
オ
・ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ー

ニ
氏
が
１
９
９
６
年
に
設
立
。
主
に
皮
製

品
の
バ
ッ
グ
や
小
物
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
製
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
な
ど
を
製
造
販

売
、
日
本
で
も
ワ
ン
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ

の
草
分
け
的
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
人
気
が
高

い
。
資
本
金
約
１
５
０
０
万
円
、
従
業
員

数
４８
名
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
イ
タ
リ
ア
の

典
型
的
な
個
人
経
営
の
中
小
企
業
だ
が
、

そ
の
製
品
は
世
界
中
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
展
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カーボンファイバー工場でのレクチャー

スーツケースに
ついて説明する

ジャコモ社長

が
毎
年
無
駄
ま
た
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
と

推
計
し
て
い
る
。

　
日
本
館
で
は
そ
う
い
っ
た
現
代
の
地
球

が
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
可
視
化
し
、
課

題
解
決
に
向
け
た
日
本
の
最
先
端
の
技
術

開
発
や
国
際
貢
献
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
ラ
ボ
空
間
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
展
示
を
展
開
し
て
い
る
。
し

か
し
、
現
実
に
そ
う
い
っ
た
問
題
を
直
視

し
て
万
博
を
訪
れ
よ
う
と
す
る
人
は
ど
れ

く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ー
マ
は

そ
っ
ち
の
け
で
ド
イ
ツ
館
で
は
ビ
ー
ル
と

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
リ
館
で
は
ワ
イ
ン
な
ど
、

世
界
各
国
の
グ
ル
メ
を
楽
し
む
だ
け
の
イ

ベ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
て
し
ま
う
。
日
本
館
の
サ
ブ
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
「
い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ
う

さ
ま
、
も
っ
た
い
な
い
、
お
す
そ
わ
け
の

日
本
精
神
が
世
界
を
救
う
。」
と
あ
る
。
ぜ

ひ
、
日
本
の
食
文
化
が
未
来
の
人
類
共
通

の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
と
い
う
強
力
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。

開
さ
れ
て
お
り
、
年
間
売
上
高
約
５２
億
円

の
う
ち
海
外
比
率
が
９０
％
と
い
う
優
良
企

業
で
あ
る
。

　
最
初
に
、
ジ
ャ
コ
モ
社
長
自
ら
工
場
の

前
で
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、
カ
ー
ボ
ン

フ
ァ
イ
バ
ー
工
場
を
見
学
し
た
。
最
新
の

技
術
を
用
い
て
、
飛
躍
的
に
強
度
を
高
め

た
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
製
品
は
、
主
力

の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
他
に
、
椅
子
や
自
動

車
部
品
な
ど
用
途
を
今
後
さ
ら
に
拡
大
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は

軽
く
て
丈
夫
、
デ
ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
に

も
優
れ
て
お
り
、
ア
ラ
ブ
や
欧
米
の
セ
レ

ブ
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
を
受
け
、
受
注
生
産

し
て
い
る
。
倉
庫
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た

も
の
の
中
に
は
、
価
格
が
約
８
０
０
万
円

と
い
う
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
特
注
品
も

あ
っ
た
。
イ
ン
テ
ル
・
ミ
ラ
ノ
の
長
友
選

手
も
愛
用
し
て
い
る
と
い
う
。

　
次
に
皮
製
品
工
場
を
見
学
。
最
新
の

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
で
上
質
な
皮
を
無
駄
な
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く
使
用
す
る
な
ど
、
伝
統
的
な
ク
ラ
フ
ト

マ
ン
シ
ッ
プ
（
職
人
技
）
に
現
在
の
技
術

を
融
合
さ
せ
て
い
る
。
メ
ー
ド
イ
ン
イ
タ

リ
ー
へ
の
こ
だ
わ
り
は
徹
底
し
て
お
り
、

留
め
金
や
ビ
ス
な
ど
も
全
て
自
社
で
製

作
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
顧
客
か
ら
の

オ
ー
ダ
ー
に
素
早
く
対
応
す
る
た
め
、

様
々
な
種
類
の
高
級
革
素
材
を
ス
ト
ッ
ク

し
て
い
る
。

　
オ
ロ
ビ
ア
ン
コ
社
の
最
大
の
強
み
は
、

ジ
ャ
コ
モ
社
長
の
先
進
的
な
デ
ザ
イ
ン
力

と
、
地
元
イ
タ
リ
ア
の
良
質
な
素
材
と
ク

ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
商
品
開
発
力

だ
。
ジ
ャ
コ
モ
社
長
の
メ
ー
ド
イ
ン
イ
タ

リ
ー
へ
の
こ
だ
わ
り
は
相
当
な
も
の
だ
が
、

最
近
で
は
日
本
の
素
材
や
技
術
力
に
も
注

目
し
て
お
り
、
自
社
製
品
に
取
り
入
れ
た

り
、
日
本
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
た
り

し
て
い
る
。
今
年
５
月
に
は
京
都
も
訪
問
さ

れ
、
今
後
京
都
企
業
と
の
新
商
品
開
発
に
結

び
付
く
可
能
性
も
高
い
の
で
は
な
い
か
。

メード イン イタリーに
            こだわる「オロビアンコ社」訪問

ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
で〝

京
都
〞を
ア
ピ
ー
ル

世 ミ
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フィレンツェ商工会議所ではマリオ・クーリア理事（左）と面談した。

　
　
　
年
、
京
都
市
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市

　
　
　
は
姉
妹
都
市
提
携
５０
周
年
、
本
所

と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
商
工
会
議
所
は
友
好
提

携
１０
周
年
を
迎
え
た
。

　
本
団
は
、
ま
ず
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
商
工
会

議
所
に
表
敬
訪
問
し
、
マ
リ
オ
・
ク
ー
リ

ア
理
事
と
面
談
し
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
商

工
会
議
所
で
は
今
後
、
世
界
の
地
域
を
特

定
し
、
協
力
関
係
を
深
め
て
い
こ
う
と
し

て
お
り
、
日
本
・
京
都
も
そ
の
候
補
の
１

つ
に
あ
が
っ
て
い
る
。
同
じ
伝
統
と
文
化

を
持
っ
た
都
市
と
し
て
、
産
業
界
の
交
流

　
　
　
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
搭
乗
す
る
予
定

　
　
　
の
フ
ラ
イ
ト
が
、
悪
天
候
に
よ
り

キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
ク
ラ
ク
フ
の
到
着

が
予
定
よ
り
一
日
遅
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
１１
世
紀
か
ら
6
0
0
年
近
く
ポ
ー
ラ

ン
ド
王
国
の
都
と
し
て
栄
え
た
ク
ラ
ク
フ

は
、
近
隣
諸
国
か
ら
の
侵
略
を
受
け
続
け

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
っ
て
奇
跡
的
に
破
壊

を
免
れ
た
。
２０
世
紀
に
は
ド
イ
ツ
に
占
領

さ
れ
た
が
、
連
合
軍
は
歴
史
的
建
造
物
の

多
い
こ
の
街
へ
は
空
襲
を
避
け
た
た
め
、

美
し
い
中
世
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と

が
で
き
た
。
市
街
地
は
１
９
７
８
年
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。

　
市
街
地
の
中
心
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最

大
の
広
場
リ
ネ
ク
・
グ
ウ
ヴ
ヌ
ィ
（
中
央

広
場
）
が
あ
る
。
一
辺
２
０
０
メ
ー
ト
ル
、

面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
広
場
に
は

い
つ
も
多
く
の
人
々
が
行
き
交
い
、
そ
こ

こ
こ
に
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
や
鮮
や
か
な

花
々
の
あ
ふ
れ
る
屋
台
、
み
や
げ
も
の
店

な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
中
心
地
は
車

の
立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

も
深
め
て
い
く
た
め
、
今
後
両
会
議
所

間
で
情
報
交
換
を
密
に
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

　
次
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
役
所
の
５
０
０

人
広
間
で
行
わ
れ
た
京
都
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

姉
妹
都
市
提
携
５０
周
年
記
念
式
典
に
参
加

し
た
。
同
日
夜
に
、「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
５
月

音
楽
祭
」
で
公
演
す
る
京
都
市
交
響
楽
団

に
よ
る
四
重
奏
を
バ
ッ
ク
に
、
笹
岡
隆
甫

氏
の
生
け
花
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ト
ス

カ
ー
ナ
日
本
人
会
児
童
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、

芸
舞
妓
の
舞
披
露
、
両
市
長
に
よ
る
提
携

確
認
書
へ
の
署
名
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
イ
タ
リ
ア

ワ
イ
ン
の
名
門
ア
ン
テ
ィ
ノ
リ
が
２
０
１
３

年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ワ
イ
ン
観
光
と
生

産
の
拠
点
と
な
る
最
新
鋭
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

「
キ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ナ 

ア
ン
テ
ィ
ノ
リ 

ワ
イ

ナ
リ
ー
」
の
見
学
や
、
起
源
は
１３
世
紀
の

修
道
僧
達
が
薬
草
を
栽
培
し
て
薬
剤
を
調

合
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
う
現
存
す
る
世

界
最
古
の
薬
局
「
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ

ヴ
ェ
ッ
ラ
」
を
訪
問
し
た
。
い
ず
れ
も
友

好
提
携
を
機
会
に
京
都
企
業
と
の
関
係
を

深
く
し
た
企
業
で
あ
る
。

代
わ
り
に
お
洒
落
な
馬
車
や
電
動
カ
ー
ト

が
観
光
客
の
足
代
わ
り
に
な
っ
て
い
る
。Ｌ

Ｒ
Ｔ
も
庶
民
の
交
通
手
段
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。「
歩
く
ま
ち
京
都
」
を
目
指
す
観

光
都
市
・
京
都
と
し
て
も
、
見
習
う
と
こ

ろ
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
全
体
の
経
済
状
況

を
み
る
と
、
欧
州
の
生
産
拠
点
と
し
て
産

業
集
積
が
進
み
、Ｅ
Ｕ
の
中
で
も
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
こ
こ
数
年
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を

維
持
し
て
い
る
。
経
済
が
順
調
に
成
長
し
、

３
８
０
０
万
人
と
い
う
市
場
規
模
の
大
き

さ
か
ら
も
、
今
後
消
費
市
場
と
し
て
も
大

き
な
潜
在
的
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い

え
る
。
日
本
の
貿
易
に
占
め
る
割
合
は
輸

入
０
・
１
％
、
輸
出
０
・
２
％
で
、
こ
れ

か
ら
拡
大
で
き
る
余
地
も
大
き
く
、
東

欧
時
代
に
整
備
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

輸
送
イ
ン
フ
ラ
分
野
も
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
そ
の
改
善
に
日
本
の
技
術
が

求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
親
日
国

家
で
も
あ
り
、
京
都
企
業
に
と
っ
て
も

様
々
な
分
野
で
魅
力
的
な
相
手
国
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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ポーランドの京都・クラクフ

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
周
年
事
業
と

友
好
企
業
を
訪
問

フ

本

　クラクフから車で約１時間、オシフィエンチムという町に、世界文
化遺産に登録されているアウシュヴィッツ強制収容所がある。７０
年前当時の姿をほぼそのままとどめており、その威容は訪れる者を
圧倒する迫力を秘めている。この場所でガス室に送られた人々は
１１０万人とも１５０万人ともいわれているが、未だに全容は判明し
ていない。ただ、収容所といっても、実際には送られてきた人々の
７０～７５％が収容されることなく直接ガス室へ送られたという。
　２０世紀に人類が起こした最大の過ちといえるナチスドイツによ
るユダヤ人の大虐殺。その負の歴史を絶対繰り返してはならない
というＥＵ諸国の固い意思が、この地を次代の人々の教育の場と
して残すことを選んだ。ナチスドイツの同盟国として戦った日本国
民は、どういう想いでこの地に立てばよいのか、重く深く考えさせら
れる場所であった。

アウシュヴィッツ・ビルケナウ強制収容所
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